
暫

審

略

撃

障

全

日

本

実

業

柔

道

団

体

対

抗

大

会

報

告

書

綜
合
警
備
保
障
が
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

女
子
は
三
井
住
友
海
上
が
２
年
連
続
４
度
目
の
Ｖ

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
５６
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
、
快
晴
の
６
月
３
日
（土
）
、

４
日
（日
）
の
両
日
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ほ
の
か
に
香
る

候
、
札
幌
市
南
郊

「豊
平
公
園
」
内
に
そ
の
偉
容

を
見
せ
る

「北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
３
チ
ー
ム
欠
場
に
よ
り
、
‐０‐
チ

ー
ム
。

（男
子
８７
テ
‐
ム
、
女
子
１４
チ
‐
ム
）
。

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
、
世
界
選
手
権
大
会
の
メ
ダ
リ
ス

ト
７
人
も
出
場
し
、
リ
ラ
冷
え
の
札
幌
市
内
と
打

っ
て
変
わ
っ
て
、
６
試
合
場
の
広
い
会
場
で
は
若

人
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

札
幌
市
で
は
、
１
９
８
５
年

（昭
和
６０
年
）
に

第
３５
回
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
実
に
２．
年
ぶ

り
２
度
目
の
開
催
で
あ
る
。

開
会
式
で
は
、
年
間
最
優
秀
選
手
の
表
彰
が
あ

っ
た
。
永
野
重
雄
杯
の
栄
誉
は
世
界
選
手
権
カ
イ

ロ
大
会
１００
ｋｇ
級
優
勝
、
平
成
１７
年
度
全
日
本
選
手

権
優
勝
の
鈴
木
桂
治
５
段

（平
成
管
財
）
が
３
年

連
続
の
受
賞
、
宮
崎
輝
杯
は
世
界
選
手
権
カ
イ
ロ

大
会
無
差
別
級
優
勝
の
薪
谷
翠
３
段

（ミ
キ
ハ
ウ

ス
）
に
授
与
さ
れ
た
。
又
、
特
別
功
労
賞

（２０
回

出
場
）
、
功
労
賞

（１５
回
出
場
）
の
表
彰
も
行
わ

式
れ
た
。
（別
記
参
照
）

△ム　
初
日
は
、
男
子
第
二
部
で
開
催
地
特
別
参
加
の

開
北
海
道
警
察
が
ア
ル
ゼ
を
３
１
１
で
退
け
て
優
勝

し
た
。
女
子
第

一
部
は
３
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
、

三
者
三
す
く
み
の
混
戦
と
な

っ
た
が
、
負
け
数
で

下
回
る
三
井
住
友
海
上
が
２
年
連
続
４
度
目
の
優

勝
旗
を
手
に
し
た
。

最
終
日
、
男
子
第

一
部
は
綜
合
警
備
保
障
が
、

１
年
半
ぶ
り
に
復
帰
し
た
井
上
康
生
選
手
ら
の
活

″

,

躍
で
、
２
年
連
続
決
勝
戦
進
出
し
た
新
日
本
製
鐵

を
４
１
１
で
降
し
、
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

男
子
第
二
部
は
鈴
木
桂
治
選
手
を
擁
す
る
平
成

管
財
が
ネ
ク
ス
コ

（旧
日
本
道
路
公
団
）
を
１
１

１
の
内
容
差
で
制
し
、
４
度
目
の
優
勝
を
飾
る
。

来
年
は
２
テ
ー
ム
が
第

一
部
出
場
権
を
獲
得
。

女
子
第
二
部
は
了
徳
寺
学
園
が
日
水
製
薬
を
３

１
０
の
全
勝
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

来
年
度
の
大
会
は
６
月
２
日
（土
）
、
３
日
（日
）
、

広
島
市
立
東
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
挙

行
さ
れ
る
。
１
９
８
６
年

（昭
和
６．
年
）
に
広
島

県
立
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
第
３６
回
大
会
か
ら
２．

年
ぶ
り
、
３
度
目
の
広
島
市
で
の
開
催
と
な
る
。

″

守

平
成
１７
年
度

年
間
最
優
秀
選
手

で
卦

重
雄
杯
〕

鈴

木

桂

治

♀

警

也

〔宮
崎
　
輝
杯
〕
　
薪
貿
谷
　
　
翌
，
（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

特
別
功
労
賞

究
回
出
惨

社岱
卦典
を不
”晴

（Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
テ
ー
ル
）

「切
　
万゙
　
皆貝
（１５
回
出
場
）

（ト
ヨ
タ
自
動
車
〉

（東
日
本
旅
客
鉄
道
）

選手宣誓をする高橋宏明選手 (旭化成)

行 上

徳 原

祐 貴

二 志



綜
合
警
備
保
障
２
度
目
の
Ｖ
、

井
上
、
優
勝
に
花
添
え
る
オ
ー
ル
一本
勝

綜
合
讐
備
保
障
対
新
日
本
製
鐵
の
決
勝
戦
。
綜

合
警
備
保
障
は
５
年
連
続
制
覇
を
狙
う
旭
化
成
Ａ

を
３
１
１
、
新
日
本
製
鐵
は
了
徳
寺
学
園
Ａ
を
同

じ
く
３
１
１
で
降
し
て
の
決
勝
戦
進
出
。
共
に
接

戦
が
予
想
さ
れ
た
強
豪
と
の
準
決
勝
戦
を
大
差
で

制
し
、
意
気
あ
が
る
両
雄
の
対
戦
。
試
合
時
間
は
、

男
女
と
も
第

一
部
は
５
分
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
他

の
部
は
４
分
間
。

先
鋒
戦
は
、
早
々
に
丼
上
の
登
場
。
対
す
る
は

短
躯
巨
体

（囲
蛇
）
の
永
井
。
井
上
は
１
分
を
過

ざ
る
頃
か
ら
エ
ン
ジ
ン
全
開
。
素
早
い
動
き
か
ら

大
内
刈
、
内
股
を
連
発
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
１

分
５０
秒
、
組
み
際
の
永
井
の

一
瞬
の
虚
を
衝
き
、

奥
襟
を
掴
む
や
否
や
十
八
番
の
内
股
が
炸
裂
命
永

井
の
下
半
身
が
大
き
く
跳
ね
上
が
る
や
次
の
瞬
間
、

全
身
を
裏
向
け
に
半
回
転
。
勢
い
余

っ
て
井
上
の

引
き
手
は
離
れ
る
も
、
永
井
の
巨
躯
は
天
丼
を
仰

い
で
畳
に
沈
む
。
目
の
覚
め
る
よ
う
な

一
本
∩
井

上
は
３
戦
全
て
を
鮮
や
か
な

一
本
勝
。
全
柔
道
人

が
待
ち
望
ん
だ
日
本
の
エ
ー
ス
の
見
事
な
カ
ム
バ

ツ
んク
。
次
鋒
、
１７０
側
の
小
野
対
１９‐
硼
長
身
の
佐
藤
戦
。

小
野
が
背
負
投
、
双
手
刈
、
大
内
刈
と
攻
め
立
て

れ
ば
、
佐
藤
は
持
て
余
す
よ
う
に
受
け
に
回
る
。

中
盤
の
３
分
５３
秒
、
小
野
は
右
組
み
か
ら
左

一
本

背
負
と
見
せ
て
左
足
を
飛
ば
し
、
左
大
内
刈
で
有

効
を
奪
う
。
続
く
４
分
３
秒
に
は
技
の
止
ま
っ
た

佐
藤
に
指
導
１
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
時
間
経

過
。
綜
合
讐
備
保
障
２
点
リ
ー
ド
。

、
巨
漠
同
士
の
戦
い
。

有
効
、
１
分
１５
秒
止
森

イ
ン
ト
を
奪

っ
た
後
、

切

っ
て
掛
け
た
大
内
刈

技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の

、
新
日
本
製
鐵
１
点
挽

副
将
戦
は
、
喧
嘩
組
み
手
の
両
者
、
共
に
組
み

手
多
い
で
１
分
３５
秒
、
両
者
に
指
導
２
。
し
か
し
、

２
分
３９
秒
に
は
落
合
が
払
腰
気
味
に
右
足
を
踏
み

出
し
た
瞬
間
を
、
村
上
が
左
足
で
払

っ
て
効
果
を

奪
う
。
落
合
は
猛
反
撃
に
移
る
が
、
村
上
も
よ
く

受
け
て
ブ
ザ
ー
。
こ
の
瞬
間
、
綜
合
警
備
保
障
の

５
年
ぶ
り
の
Ｖ
達
成
成
る
。

4 
と

井上の切れ味鋭い内股復活

回 ま を 2田 開°
ま
｀
分 が 始 中

崩 森 25効 早 堅
袈 田 秒 果 々 戦
裟 が に と 8°
固 大 大 そ 秒 大
に 内 藤 れ に 藤
移 返 の ぞ 大 対
行 し 思 れ 藤 森
し で い ポ が 田

大
将
戦
。
体
格
の
勝
る
生
田
が
、
高
橋
を
内
般
、

大
外
刈
で
揺
さ
ぶ
り
、
５２
秒
に
は
大
外
刈
か
ら
戻

る
や
否
や
、
右
内
股

一
閃
。
高
橋
は
大
き
く
宙
を

舞

っ
て
落
下
。
１４
時
４０
分
、
本
大
会
の
全
て
の
試

合
が
終
了
。

綜
合
警
備
保
障
は
、
井
上
、
生
田
の
ベ
テ
ラ
ン

勢
と
村
上
等
若
手
選
手
が
う
ま
く
噛
み
合

っ
て
、

旭
化
成
Ａ
の
５
連
覇
を
阻
み
、
新
日
本
製
鐵
の
悲

願
を
打
ち
砕
い
た
。
試
合
終
了
後
、
綜
合
警
備
保

障
チ
ー
ム
は
５
年
ぶ
り
の
優
勝
の
喜
び
に
沸
き
返

っ
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

綜
合
警
備
保
障
　
小

橋

秀

規

ど
の
テ
ー
ム
を
み
て
も
強
い
。
と
に
か
く
ベ
ス

ト
の
形
で
勝
負
す
る
事
だ
け
を
考
え
て
い
た
。
特

に
準
決
勝
の
四
連
覇
中
旭
化
成
戦
は
胸
を
借
り
る

つ
も
り
で
オ
ー
ダ
ー
を
組
ん
だ
。
井
上
が
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
泉
に

一
本
取
っ
て
か
ら
チ
ー
ム
の

ム
ー
ド
は
あ
が
り
、
生
田
も
き
っ
ち
リ
ポ
イ
ン
ト

を
取
っ
て
く
れ
た
事
で
更
に
団
結
力
が
強
ま
っ
た

と
感
じ
た
。
選
手
達
に
有
り
難
う
と
言
い
た
い
。

来
年
は
連
覇
に
向
け
て
更
に
努
力
し
ま
す
。

「
十
ギ
と

汗

ｔ

A

男子第一部優勝 綜合警備保障

生 田

、 Aい
。(

オ

胴上げされる小橋監督

土

欽

苛

監

IE爵3.



男子第一部成績表

優 勝 綜合警 備保 障

準優勝 新 日 本 製 鐵
第 3位 旭 化 成 A
第 3位 了徳寺 学園 A

旭 化 成 A l 7 新日本製鐵

セ コ ム B2 8 日本中央競馬会

九 州 電 力 3 9旭 化成 B

綜合警備保障 4 10 了徳寺学園A

了徳寺学園B 5 11京 葉 ガ ス

ダイ コ ロ 6 12セ コ ム A

松 山  毅
大 鋸  新
高 橋 宏 明

○高 井 洋 平

第 2試合

新 日 本

○永 井 亮 平

吉 永 慎 也

○森 田 祥 一

〇落 合 幸 治

高 橋 徳 三

第 1試合

旭 化  成
泉   浩

【準 決 勝】

A l-3
3段 送 襟 絞

4段
―5段 横四方固

4段 内 股 透

3段 内  股

製 鐵 3-1
4段 袈 裟 固

4段
―3段 優勢勝ち

3段 優勢勝ち
4段 優勢勝ち

【決 勝】

4-1
内  股
優勢勝ち

合  技
優勢勝ち

内  股

綜 合 警 備 保 障

井 上 康 生 5段○

大 藤 尚 哉 3段

生 田秀 和 5段○

村 上 和 幸 3段○

小 野 俊 教 3段

了 徳 寺 学 園 A

竹 澤 稔 裕 3段

飛 塚 雅 俊 4段

矢 寄 雄 大 4段

中 野  竜 3段
小 野 卓 志 3段○

新 日 本 製 鐵

永 井 亮 平 4段

佐 藤 勇 作 3段

森 田 祥 -3段 ○
落 合 幸 治 3段

高 橋 徳 三 4段

綜 合 警 備 保 障

○井 上 康 生 5段

○小 野 俊 教 3段

大 藤 尚哉 3段

○村 上 和 幸 3段

○生 田秀 和 5段
日本中央競馬会、了徳寺学園 B、 セコムA、 セコムBの
4チームは次年度第二部に降格する

［男
子
］

［女
子
］

第

一
部

井

上

康

生

緑
ハロ警
慄

じ

生

田

秀

和

徐
〈口警
備
保
じ

森

田

祥

一
翁
呆

彗

）

小

野

孝

志

↑
徳
寺
学
Ｂ

高

井

洋

平

危
化
じ

第
二
部

鈴

木

桂

治

竿
成
管
Ｕ

百

瀬

晃

士

李
成
管
Ｕ

　

　

，

田

村

和

也

合
曼

８

）

岡

田

建

彦

策
イ

滋
ｇ

中

根

慶

太

策
と

第
二
部

河

合

秀

幸

宅
海
道
套

）

】遅

藤

　

剛

兌

海
道
警
客

新

垣

信

成

，
箸

）

★
空
半
ｉ
枢
［剛
（ア
ド
リ
ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

渕

田

昌

樹

兌
州
電
を

第

一
部

横

澤

由

貴

全

井
袋

至

炎

保
陰

渡

退

美

奈

含
５

）

鳥
谷
部
真
弓

¢
ヨ
も

第
二
部

宮

本

樹

里

↑
徳
寺
学
□

長
瀬
め
ぐ
み

↑
徳
寺
学
□

東

野

妙

利

曾
水
製
奢



平成管財、鈴木
の獅子奮迅
の活躍
で墾度目
の優勝

新生ネク
ス
コ、決勝戦
で涙を飲むも来年は第
一部
に昇格

参
加

チ
ー

ム
数

２４
チ
‐

ム
に
よ

る
戦

い
を
制

し

て
決
勝

戦
進

出

の
チ
ー

ム
は
、
準

決

勝
戦

で
は
束

芝

を

５
１

０

ス
ト

レ
ー
ト

で
降
す

も
、

準

々
決
勝

戦

で
は
綜
合

警
備

保
障

に
幸

勝

し

た
平
成
管
財

と
、

対
す

る
は
緒

戦

か
ら
危

な
げ

な

く
勝

ち
進

ん
だ

ネ

ク

ス

コ
の
両
雄
。

平
成
管
財

は
、

昨

年
第

一
部
棄
権

欠
場

に
よ

り

第

二
部

に
降

格
。　

一
方

の
ネ

ク

ス

コ
は
、

昨
年

民

営
化

さ
れ

た

日
本
道
路

公

団
を
母
体

と
し

て
新

た

に
結
成

さ
れ

た
チ
ー

ム

（
「ネ

ク

ス

コ
」

は

３
高

速

道

路
会

社

の
各
社

共

通

の
愛

称
）
。

共

に
第

一

部

級

の
強

カ

ヌ

ン
バ
ー

で

の
テ
ー

ム
編
成
。

先
鋒
、

市

ノ
渡

対
竹

下
戦
ｅ

左
右

の
喧
嘩

組

み

手

で
両
者

組

み
合

わ
ず

、

３０
秒
、

１
分

９
秒
、

１

分

５４
秒

と
両
者

指
導

３
ま

で
受

け

る
も
、

猶

も
攻

撃

が
な
く

２
分

５３
秒

に

は
共

に
反
則
負

け
。

次
鋒

戦
。

近
藤

は
鈴

木

を
相

手

に
、

序
盤

場
外

際

で

の
攻
撃

に
終
始

す

る
。

し

か
し
、

徐

々
に
組

み
手

を
制

す

る
よ
う

に
な

っ
た
鈴
木

は
、

小
外
掛
、

内

股
、

足
車

と
攻
勢

に
転

じ

る
。

近
藤

に
防
御

の

姿
勢

が
目
立

ち
始

め

た
中
盤

過
ぎ

、

鈴
木

は
右

に

横

移

動

し
、

近
藤

を
十

分

に
前

に
引

き
出

し
、
右

足
を
素

早
く
後

ろ
に

回
し

て
体
落

に
入

る
と
、

近

藤

は
も

ん
ど

り
う

っ
て
前
方

に

回
転
。

２
分

４８
秒
、

鈴
木
豪

快

な
体
落

で
先

取
点
獲

得
９

中

堅
戦
、

聞
地
巨
漢

里
山

に
対
す

る
は

一
回
り

小
柄

な

小
齋
。

両
者

組

み
合

わ
ず

、

２
分

２４
秒

両

者
指
導

２
ま

で
受

け

る
。

そ

の
後

も

小
齋

が
里
山

の
組

み
手

を
殺

し

て
動

き

を
封

じ
続

け
、

そ

の
ま

ま
ブ

ザ

ー

で
引
分
。

副
将

戦

は
、

百
瀬

左
組

み
、

深
川
右

組

み

の
両

者

は
殆
ど

組

み
合

わ
ず

、

両
者

に

３‐
秒
指
導

１
、

５８
秒
指
導

２
、

１
分

４‐
秒
指
導

３
。

両
者
、

試
合

半
ば

に
至

ら

ぬ
間

に
指

導

３
ま

で
と
追

い
込
ま
れ

る
が
、

そ
れ

で
も

互

い
に
技

が
出
ず

、

結

局

２
分

９
秒

に
は
両
者

反
則
負

け

と
な

る
。

大
将

戦

は
、

体

格

に
勝

る
田
村

が
筒

井

の
奥

襟

を
掴

ん

で
や
や
攻
勢

に
試

合

を
進

め

る
が
、

互

い

に
見

る

べ
き
技

は
出
ず

、

１
分

５２
秒

両
者

に
指
導

ｌ
。

そ

の
後
、

奥
襟

を
嫌

う
筒

井

に

２
分

１０
秒
指

導

２
が
与

え

ら
れ

る
。

中
盤

以
降
、
筒

井

は
反
撃

に
転

じ

る
が
功

な

く
、

逆

に
試
合

終

了
直

前
、

田

村

が
前

に
出

る
と

こ
ろ
を
片
襟

で
防

い
で
、

更

に

指
導

３
を
受

け

る
。

し

か
し
、

結

果
指
導

３
に
止

ま
り

１
１

１
な

が
ら
内
容

差

で
平
成
管

財

の
優
勝

と
な

る
。

平
成
管
財

は
、

エ
ー

ス
鈴
木

が

４
戦
す

べ
て

一

本

勝
。

エ
ン
ジ

ン

の
始

動

は
遅

れ
気
味

で
あ

っ
た

が
、

３

回
戦

を
除

く

３
試
合

を
、

得
意
技

で
対
戦

相

手

を
豪

快

に
投
げ

捨

て
た
。

平
成
管

財

は

４
度

目

の
第

二
部
優
勝
。

両

チ
ー

ム
が
来

年

の
第

一
部

出
場
権

を
勝

ち
取

る
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト
平
成
管
財
　
井

上

晃

一

準

々
決
勝

の
綜

合
警
備

保
障

戦

が

一
番

の
ヤ

マ

だ

っ
た
。

手
強

い
相

手
だ

け

に
気

を
引

き
締

め

て

戦

っ
た
。

鈴

木

が
ポ

イ

ン
ト
ゲ

ッ
タ
ー

の
仕
事

を
果

た
し
、

百
瀬

も
組

み
手

に
妥
協

せ
ず

積
極

的

に
攻

め
続

け
、

１
ポ

イ

ン
ト

を
守

り
き
れ

た
。

こ
れ

で
チ
ー

ム

一

丸

と
な

り
決
勝

戦

で
も
選
手

そ
れ
ぞ

れ

が
力

を
存

分

に
発
揮

し

て
く

れ

た
。

来

年

は
第

一
部

で
綜
合

警

備

保
障
、

旭

化
成

に
挑

戦
す

る
。

【決   勝】
財 ① -l N E X C O

両者反則負 竹 下 忠 良 3段

体  落 近 藤 秀 作 5段

―
小 斉 武 志 4段

両者反貝1負 深川幸太郎 3段

優勢勝ち 田村 和 也 5段○

平 成 管
市ノ渡秀一

〇鈴 木 桂 治

里 山裕 晃

百 年頼晃 士

筒 井 宏 樹

4段

4段

4段

3段

4段

8

9

10

11

男子 第 二部 成績 表

優 勝 平 成 管 財  第 3位 東
準優勝  N E X C O  第 3位 東 レ 滋 賀

以上の 4チームは次年度第一部 に昇格する
鈴木、哀快な体落しで先制

13東 レ ・ 滋 賀

14近 畿 通 関

平 成 管 財

日 本 通 運 A

三菱重工 名古屋

綜 合 警 備 保 障

自衛隊体育学校

高 宮 接 骨 院

王子製紙 苫小牧

三 菱 化 学 物 流

ホ ン ダ 熊 本

松前柔道クラブ

豊 田 自動織 機

東 日本旅客鉄道

東 洋 水 産

日 本 通 運 B

トヨ タ 自動 車

東 京 消 防 庁

�Ⅲ杷ミヤザワメディカルグルーブ

ミ ツ ウ ロ コ

N E X C O

15

16

17

18

19

20

21

22

23 関西医療学園附属整骨院

24大 京 フ ー ズ

第二部優勝の平成管財チーム
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地
元
特
別
参
加
の
北
海
道
警
察
、
貫
禄
の
優
勝

ア
ル
ゼ
、
奮
闘
空
し
く
決
勝
戦
で
力
尽
き
る

５‐
チ
‐

ム

で

の
優
勝
争

い
。

内
、

地

元
特

別
参

加

は

７
チ
ー

ム
。

決
勝
戦

は

ア
ル
ゼ

対
北
海
道

警

察

の
対
戦
。

ア
ル
ゼ

は

２０
歳

代
前

半
中

心

の
若

い

チ
ー

ム
。

準

々
決
勝

の
新

日
本
製
鐵

戦

以
外

は
圧

勝

で
決
勝

戦
初

出
場
。

対
す

る
特

別
が

加

の
北
海

道
警

察

は
云
わ
ず

と
知

れ

た
警

察

柔
道

界

の
雄
。

全

日
本

選

手
権

常
連

の
強
一象
森

大
助

選

手

を
擁

す

る
。

決
勝
戦

ま

で
全
勝

と
破
竹

の
勢

い
で
進

出
。

先
鋒

戦
θ

両
者

指
導

２

の
後
、

菅

に
片
襟

の
指

導

３
が
与

え
ら

れ
、

浅

野

が
リ
ー
ド
す

る
も
束

の

間
、

菅

の
攻
撃

に
浅

野
は
受
け

に

回
り
、

同
じ
く

指

導

３
を
受

け

る
。

そ

の
ま

ま
ブ
ザ

ー
。

次
鋒
、

右
組

み

の
新

垣

は
、

４７
秒
右

内

般
か
ら

左

一
本
背
負

の
連

絡
技

で
効

果

を
奪

う

と
、

続

く

１
分

２８
秒
、

左

小
腰
、

技

あ

り

か
ら

そ

の
ま
ま
横

四
方

に
固

め

一
本
。

ア
ル
ゼ

に
先

取
点
。

中

堅
戦
。

両
者
指
導

１

で
迎

え

た
中
盤
、

河
合

は
大
内

刈
、

体

落

で
攻
勢
。

３
分

１０
秒
守

勢

の
市

岡

に
指
導

２
。

続

く

３
分

３５
秒
、

河
合

は
右

に

フ

ェ
イ

ン
ト

を
掛

け
、

左

小
外
掛

か
ら
体

を
捨

て
る

と
、

市

岡

は
場
外

に
崩

れ
有

効

が
宣

せ
ら
れ

る
。

副
将

の
遠

藤

は
、

両
者
指

導

１

の
直
後

の
１
分

３２
秒
、

組

み
際

に
山

口

の
首

を
巻

い
て
抱

き

つ
く

よ
う
な
右
大

外

刈
。

追

い
足
鋭

く
刈

り
込

み
行

け

ば

、

山

口
が
左

手

で
畳

を
突

い
て
か
ば

う
も
、

委

細
構

わ
ず

体

を

預
け

る
と
、

山

口
堪

え
切

れ
ず

背

中

か
ら
畳

に
沈

み
、　

一
本
ｅ

北
海

道
警
察

が
逆
転
。

‐７０

帥
短
躯

の
保
立

対

Ｍ

側
長
身

の
森

の
大

将
戦
。

森

は
奥
襟

を
取

っ
て
保
立

を

圧
迫
す

る
が
、

保
立

は
森

の
後

ろ
帯

の
上

辺
り
を
握

っ
て
、

返

し
技

の

構

え

を
見

せ
る
。

保
立

に
指
導

１

の
後
、

森

は
返

し

を
恐
れ

て
か
、

思

い
切

っ
た
技

が
出
ず

、

１
分

２８
秒

両
者

に
指
導
。

そ

の
後
、
森

が
上

か
ら

圧
迫

を
続

け

る
と
、

保
立

は
な
す

す

べ
も
な

く

２
分

５３

秒

に
指
導

３
。

そ

の
ま
ま
試
合
終

了
。

地

元
北
海

道

警
察

の
優
勝

成

る
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

北
海
道
警
察
　
道

場

大

貴

出

る
か
ら

に
は
絶

対
優

勝

し

た

か

っ
た
。

全

員

が
機

動
隊

の
最
強

メ

ン
バ
ー
。

決

勝
戦

で
は
序
盤

ヒ
ヤ

ッ
と
す

る
場

面

も
あ

っ
た

が
、

最
後

は
良

い

形

で
締

め
く

く
れ

た
。

王
子
製

紙

の
選
手

が
練
習

に
参

加

し

て
く
れ
、

勤

務

が
ま
ち

ま
ち

の
中
、

非

番

の
日

で
も
練

習

を
積

ん

で
き

た
。

去

年

の
全

国

警

察
大
会

で
第

二
部

に
降

格

し

た
が
、
今

回

の
優

勝

で
勢

い
が
付

い
た
。

９
月

の
警

察
大
会

（
日
本

武
道
館
）

は
自
信

を
持

っ
て
臨

め

る
。

第二部優勝の北海道警察チーム

男 子第 二 部成 績 表

優 勝 北 海 道 警 察  第 3位 九 州 電 力
準優 勝  ア 第 3位   アドリアイ

"―
ナショナル

以上 の 4チ ー ム は次 年 度 第 二部 に昇 格 す る

勝】【決

セントラル警備保障

新 日 本 製 鐵

十全会 聖明病院

東京海上日動火災保険

全道市役所柔道連盟

ア  ル  ゼ
ユーアイ警備保障

」AKE・ JAPAN
道都大学柔道クラブB

米田柔整専門学校

日 立 製 作 所

大 阪 ガ ス

戸 高 鉱 業 社

群馬綜合ガードシステム

ア  ド リ ア
ク ラ レ 岡 山

ミ ナ ミ B
や わ ら友 の 会

ミ   ズ   ノ
帝     人
丸の内柔道倶楽部

東 レ ・ 滋 賀

十全会十全病院

新日本製鐵・室蘭

」     F     E

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

ア  ル  ゼ 1-3北 海 道 警 察

残 野 雄 太 3段 ―⇒←― 菅  大 誠 4段
○新 垣 信 成 3段 横四方固 長 利 功 三 3段
市 岡  剛 3段 優勢勝ち 河 合 秀 幸 4段○
山 口 司 3段 大 外 刈 遠 藤  剛 3段○
保 立  勝 3段 優勢勝ち 森  大 I125段○

日本エースサポート

北 大 柔 友 会

ダ イ ニ ッ カ

新日本製鐵・君津

東日本旅客鉄道

ア イ シ ン精 機

十全会 回生病院
三 菱 重 工神 戸

赤門柔道倶楽部

北 海 道 警 察

山 形 市 役 所

日本柔道整復師請求サービス連圏

道都大学柔道クラフA

新日本製鐵・大分

東京都柔道接骨師会

］
一
中
］

掏

夕・卜，レサ． ビス
］

一

九
東
福

新
育

榊
札

ミ

芝

力

Ｃ
喝̈
　
ミヽ

陸

ナ

東

北

ミ

４８

４９

５０

烈 SO(練 含古

ヽ
勝
評
■
巨
ｎ

　
鳴
い

れ
潤
阿
「
∬
ｒ

ｆ
　
膨

全試合快勝



三
井
住
友
海
上
、
接
戦
を
制
し

２
年
連
続
４
度
目
の
優
勝
を
飾
る

３
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
女
子

第

一
部
は
、
３
チ
ー
ム
と
も
勝
ち
点
、
勝
ち
数
と

も
同
数
な
が
ら
、
負
け
数
最
小
の
三
井
住
友
海
上

が
２
年
連
続
４
度
目
の
優
勝
。

三
井
住
友
海
上
　
３
１

０
　
セ

コ
ム

先
鋒
横
澤
対
桂
。
横
澤
が
積
極
的
な
柔
道
で
、

開
始
早
々
内
股
で
技
あ
り
を
奪
い
、
そ
の
後
も
攻

め
続
け
、
大
内
刈
で
技
あ
り
、
合
せ
技

一
本
勝
。

次
鋒
の
岩
藤
も
峯
田
を
圧
倒
し
、
指
導
２
と
大
内

刈
効
果
で
三
井
住
友
海
上
が
連
取
。
中
堅
の
上
野

順
恵
対
植
木
戦
は
、
上
野
が
体
落
で
積
極
的
に
攻

撃
。
植
木
の
動
き
の
止
ま

っ
た
２
分
３．
秒
に
指
導

１
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
時
間
。
三
井
住
友
海

上
先
鋒
か
ら
３
連
勝
で
勝
ち
点
１
を
上
げ
る
。
副

将
戦
、
地
元
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
上
野
雅
恵

は
、
緊
張
か
ら
か
動
き
に
や
や
制
裁
を
欠
き
、
２

分
４９
秒
両
者
に
指
導
２
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま

引
分
け
る
。
大
将
戦
の
岡
田
対
中
野
は
、
岡
田
が

指
導
１
、
中
野
が
効
果
と
相
互
に
ポ
イ
ン
ト
を
奪

い
合
い
引
分
け
る
。

コ
マ
ツ
　
２
１

３
　
セ

コ
ム

先
鋒
戦
は
、
攻
め
の
な
い
吉
村
に
４８
秒
指
導
１
、

そ
の
後
岩
田
の
攻
撃
に
吉
村
が
応
戦
す
る
展
開
と

な
る
も
互
い
に
決
め
手
を
欠
き
時
間
。

コ
マ
ツ
先

取
。
次
鋒
戦
、
互
い
に
技
の
応
酬
。
３
分
２７
秒
峯

田
が
小
外
刈
で
効
果
を
奪
う
。
セ
コ
ム
が
タ
イ
に

持
ち
込
む
。
中
堅
戦
は
、
序
盤
は
組
み
手
争
い
に

終
始
す
る
も
、
３
分
４５
秒
植
木
の
左
大
外
刈
が
見

事
に
決
ま
り

一
本
。
セ
コ
ム
逆
転
。
副
将
戦
は
、

逆
に
渡
邊
が
袖
釣
込
腰
で

一
本
。
今
度
は
コ
マ
ツ

が
タ
イ
に
持
ち
込
む
。
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
白
熱

し
た
試
合
の
決
着
は
、
大
将
戦
に
持
ち
込
ま
れ
る
。

開
始
早
々
か
ら
鳥
谷
部
が
効
果
、
背
負
投
技
あ
り
、

小
内
刈
と
続
け
ざ
ま
に
ポ
イ
ン
ト
連
取
。
松
崎
の

後
半
の
反
撃
も
よ
く
防
ぎ
、
セ
コ
ム
が
コ
マ
ツ
を

降
す
。三
井
住
友
海
上
　
０
１

１
　

コ
マ
ツ

先
鋒
の
岩
藤
と
宝
は
、
激
し
い
攻
防
と
な
る
も

引
分
け
。
次
鋒
戦
は
、
横
澤
対
岩
田
。
喧
嘩
組
み

手
で
引
き
手
の
奪
い
合
い
に
終
始
。
両
者
指
導
２

ま
で
受
け
て
引
分
け
る
。
中
堅
の
上
野
順
恵
と
渡

邊
は
、
上
野
が
朽
木
倒
し
、
双
手
刈
等
の
足
取
り

の
技
を
連
発
し
、
渡
退
が
背
負
投
で
応
戦
す
る
も
、

見
る
べ
き
技
が
な
く
３
試
合
連
続
の
引
分
け
に
。

副
将
の
上
野
は
得
意
の
大
内
刈
、
小
外
刈
、
大
外

刈
を
連
発
し
、
岡
を
攻
め
る
も
不
発
に
終
わ
り
、

猶
も
引
分
け
が
続
く
。
勝
ち
点
の
な
い
ま
ま
迎
え

た
大
将
戦
。
谷
本
は
低
い

一
本
背
負
の
清
水
の
技

を
封
じ
、
３
分
４０
秒
疲
れ
の
見
え
た
清
水
が
頭
を

下
げ
た
所
を
、
狙
い
す
ま
せ
て
内
股
を
放
て
ば
清

水
横
転
し
効
果
。
そ
の
後
、
清
水
は
反
撃
に
転
じ

る
が
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。

コ
マ
ツ
は
宿
敵
三
井
住
友

海
上
を
降
す
も
、
セ
コ
ム
戦
の
失
点
が
響
き
６
年

ぶ
り
の
優
勝
を
逃
す
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

三
井
住
友
海
上
　
柳

澤

久

昨
年
は
４
勝
し
た
も
の
の
セ
コ
ム
と
①
１
１
の

内
容
勝
ち
で
辛
勝
し
、
そ
の
前
は

（秋
田
大
会
）

得
失
点
差
で
３
位
だ

っ
た
。
な
の
で
、
失
点
だ
け

は
避
け
た
か

っ
た
。
皆
、
優
勝
し
た
気
分
に
浸
か

れ
な
い
。
上
野
姉
妹
は
地
元
な
の
で
２００
名
以
上
の

応
援
団
が
来
て
く
れ
て
い
て
、
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
第

一
部
が
三
社
の
リ
ー
グ
戦
で
は
寂
し
い
。
女
子
の

底
辺
を
増
や
し
、
各
企
業
が
社
会
に
出
て
き
ち
ん

と
仕
事
で
き
る
人
間
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
事
が
肝

要
。

【主な対戦結果】

三 井住 友 海 上 3-0セ   コ  ム
○横澤 由貴 2段 合わせ技 桂 麻利亜 3段
○岩藤理忘 2段 優勢勝ち 峯 田智栄 2段
Θ上野順恵 2段 優勢勝ち 植木順子 2段
上野雅恵 4段

―
吉澤穂波 3段

岡田紘 味 2段 
―
 中野公洋子 3段

ツ 2-3セ

Θ岩 田千 絵 3段 優勢勝ち
宝  寿 栄 2段 優勢勝ち
岡 明日香 3段 大 外 メJ
O渡 邊 美 奈 2段 袖釣込腰
松崎みずほ 2段 優勢勝ち

三 井 住 友 海 上 0-1

岩 藤 理 恵 2段
―

横 澤 由貴 2段
―

上 野 順 恵 2段
―

上 野 雅 恵 4段
―

清 水 千 晶 初段 優勢勝ち

上野 (雅)対 吉澤、引き分ける
吉 村 依 子 3段

峯 田智 栄 2段Θ

植 木 順 子 2段○

吉 澤 穂 波 3段

鳥谷部真弓 2段○

コ  マ  ツ
宝  寿 栄 2段
岩 田 千 絵 3段

渡 退 美 奈 2段

岡 明日香 3段
谷 本 歩 実 3段Θ

女子第一部優勝の三井住友海上チーム

女子第一部成績表  くリーグ戦〉

三井住友海上 コ マ ツ セ コ ム 勝 負0勝 O負 0分 順 位

三井住友海上
△
0-1

○
3-0
1勝 1敗
(3-1-6)

1

コ マ ツ
O
l-0

△
2-3

敗

＞

１

´
４

勝

３．３
2

セ コ ム
△
0-3
O
3-2

1勝 1敗
(352)

3



２
年
連
続
決
勝
戦
進
出
の
了
徳
寺
学
園
が
初
優
勝

４
年
ぶ
り
決
勝
戦
進
出
の
日
水
製
薬
、
悲
願
な
ら
ず

エ
ン
ト
リ
ー
は
Ｈ
テ
ー
ム
。
決
勝
戦
は
、
本
大

会
出
場
２
年
目
の
了
徳
寺
学
園
と
今
年
こ
そ
優
勝

を
と
意
気
込
む
日
水
製
薬
の
決
戦
と
な
っ
た
。

先
鋒
三
浦
は
、
開
始
早
々
左
背
負
投
の
失
敗
に

構
わ
ず
、
伏
せ
っ
た
姿
勢
か
ら
そ
の
ま
ま
立
ち
上

が
り
身
体
を
捻

っ
て
宮
本
を
横
転
さ
せ
る
。
審
判

コ
ー
ル
な
し
。
と
こ
ろ
が
、
下
に
な

っ
た
宮
本
は

巧
み
に
三
浦
の
背
後
に
着
く
と
同
時
に
、
三
浦
の

釣
手
を
抱
え
込
み
、
足
を
三
浦
の
前
に
回
し
て
腕

挫
十
字
固
に
決
め
る
。
２２
秒
、
宮
本
が
教
科
書
通

り
の
手
順
の
関
節
技
で
了
徳
寺
学
園
は
早
々
に
先

取
点
を
あ
げ
る
。

続
く
中
堅
戦
は
、
１７６
釧
長
身
の
山
下
が
束
野
の

奥
襟
を
取
っ
て
圧
迫
。
４４
秒
、
防
御
姿
勢
の
束
野

に
指
導
１
。
そ
の
後
も
山
下
が
大
外
刈
、
内
股
で

攻
め
る
も
時
間
と
な
る
。
了
徳
寺
学
園
、
早
々
に

勝
ち
点
２
を
あ
げ
、
初
優
勝
を
決
め
る
。

勝
敗
の
決
し
た
大
将
戦
は
、
左
右
喧
嘩
組
み
手
、

長
身
同
士
の
戦
い
。
共
に
内
股
で
攻
め
合
う
も
、

１
分
２２
秒
長
瀬
が
引
き
ず
り
回
す
よ
う
な
内
股
巻

込
で
有
効
を
奪
う
。
そ
の
後
両
者
の
攻
撃
も
鈍
り
、

ポ
イ
ン
ト
な
く
ブ
ザ
ー
。
了
徳
寺
学
園
は
３
勝
を

あ
げ
初
優
勝
に
花
を
添
え
る
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

了
徳
寺
学
園
　
山

田

利

彦

去
年
決
勝
で
長
瀬
が
敗
れ
思
わ
ぬ
逆
転
負
け
を

し
た
苦
い
経
験
を
生
か
し
、
今
年
は
何
と
し
て
も

雪
辱
を
果
た
し
た
か
っ
た
。
柔
道
部
長
の
中
村
良

三
先
生

（筑
波
大
学
を
退
官
）
も
応
援
に
来
て
下

さ
り
、
選
手

一
丸
と
な
っ
て
良
く
頑
張

っ
た
。
大

学
の
新
道
場
も
出
来
、
来
年
は
第

一
部

へ
の
出
場

を
多
く
の
先
生
方
よ
り
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
部
員
数
が
少
な
い
。
今
回
の
優
勝
を
励
み

に
更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

女子第二部成績表

優 勝 了 徳 寺 学 園  第 3位 K Refine

準優勝 日 水 製 薬 第 3位  ヤックスケアサービス

【準 決 勝】

ヤックスケアサービス 0-2日 水 製 薬

石 川意理 2段 優勢勝ち 三浦真依 3段Θ
亀 山啓子 3段 優勢勝ち 束 野妙利 2段○
清水伊穂理 3段 

―
 長谷川貴美子 2段

了 徳 寺 学 国 3-O K R efin e
O宮 本 樹 里 2段 大 外 刈 児 玉 久 美 3段

○山 下 亜 希 3段 内  股 南  千 草 3段
○長瀬めぐみ 2段 横四方固 甲 斐 明子 初段

【決   勝】

日 水 製 薬 0-3了 徳 寺 学 国

三 浦真依 3段 腕挫十字固 宮本樹里 2段○

束 野妙利 2段 優勢勝ち 山下亜希 3段○
長谷サ|1貴美子 2段 優勢勝ち 長瀬めく｀み 2段○

ヤックスケアサービス

自衛隊体育学校

関西医療学園附属整骨院

日 水 製 薬

日本エースサポート

十全会 回生病院

了 徳 寺 学 園

ダ イ コ ロ

K― R efine

松前柔道クラブ

日本柔道整復師請求サービス連盟

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

女子第二部優勝の了徳寺学園チーム

長瀬、内股巻込で有効

了徳寺学園



第
５６
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

６
月
３
日
（土
）
１８
時
３０
分
よ
り
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本
館
金
枝

の
間
に
お
い
て
、
第
５６
回
全
日
本

実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、

（財
）
全
日
本
柔
道
連
盟

の
嘉
納
会
長
や
北
海
道
の
嵐
田
副
知
事
は
じ
め
、
多
数

の
ご
来
賓

の
方

々
や
、
大
会
役
員
、
競
技
役
員
、
並
び
に
地
元
関
係
者
な
ど
総
勢

１８０
余
名

の
参
加
が
あ
り
、
歓
迎

ム
ー
ド
漂
う
中
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
挙
行
さ
れ
た
。

阿
南
惟
正
副
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
嵐
田
昇
北
海
道
副
知
事
、
川
井
洋

一
札
幌
市
観
光
文
化
局
理

事

の
歓
迎

の
こ
と
ば
、
ご
来
客
あ

紹
介
と
続
き
、
昨
年

の
開
催
地
兵
庫
県
代
表
、
藤
田
家
解
兵
庫
県
柔

道
連
盟
会
長
に
感
謝
状

の
贈
呈
の
後
、
須
貝
忠
吉
北
海
道
柔
道
連
盟
会
長
の
音
頭
に
よ
る
鏡
開
き
、
堀

達
也
北
海
道
体
育
協
会
会
長
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
祝
宴
に
入

っ
た
。

宴
で
は
、
参
会
者

一
同
、
北
海
道

の
山
海

の
珍
味
と
地
元
の
美
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
、
会
場
内
は
親
睦

ム
ー
ド

一
色
に
染
ま
る
。
そ
し
て
宴
た
け
な
わ
の
頃
、
来
年

の
開
催
地
を
代
表
し
て
西
畑
耕
治
広
島
県

柔
道
連
盟
副
会
長
に
よ
る
広
島
弁
で
の
挨
拶
が
あ
り
、
会
場
は

一
段
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

会
場

の
至
る
所
で
全
国
各
地
の
お
国
言
葉
が
飛
び
交
う
中
、
高
梨
幸
輔
大
会
実
行
委
員
長
の
ご
発
声

に
よ
る
閉
会

の
辞
。
尽
き
せ
ぬ
名
残
を
留
め
つ
つ
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
お
開
き
と
な

っ
た
。

η
〓

，
　
　
Ｆ

汀

「定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第

４５
回
定
時
総
会
及
び
平
成

１８
年
度
理
事
会

は
、
平
成

１８
年
６
月
２
日

（金
）
午
後
４
時

３０
分

か
ら
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
内
大
研
修

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
２０７
社

の
加
盟
企

業
中
、

１４２
社

の
出
席

（委
任
状
提
出
分
含

む
）
、

理
事
会
は
６‐
名

の
定
足
数
中
、

５７
名

（委
任
状

提
出
分
含
む
）

の
出
席
に
よ
り
成
立
。
議
長
に

は
阿
南
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
か

ら
第

５
号
議
案
に

つ
い
て
満
場

一
致

で
承
認
さ

れ
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
１７
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
１７
年
度
収
入
支
出
決
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
１８
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
作

第
４
号
議
案
　
平
成
１８
年
度
収
入
支
出
予
算
案
承
認
の
作

第
５
号
議
案
　
平
成
１８
年
度
役
員
改
選
の
件

嵐田 封ヒ海道副知事のあいさつ

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
・
世
界
選
手
権
大
会
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
柔
道
教
室

開
催
さ
れ
る

大
会
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
柔
道
教
室
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
井
上
康
生
（綜
合
警
備

保
障
）
、
鈴
木
桂
治
（平
成
管
財
）
、
高
井
洋
平
（旭
化
成
）
、
塚
田
真
希

（綜
合
警
備
保
障
）
、
上

野
雅
恵
０
一井
住
友
海
上
）
、
谷
本
歩
実
（
コ
マ
ツ
）
、
横
澤
由
貴
３
一井
住
友
海
上
）
、
三
井
住
友

海
上
柔
道
部
員
。
中
村
兼
三

・
旭
化
成
コ
ー
チ
の
進
行
に
よ
り
技
の
指
導
、
乱
取
り
、
質
疑
応

答
等
。
参
加
し
た
３００
名
を
超
え
る
子
供
達
は
憧
れ
の
メ
ダ
リ
ス
ト
達
と
間
近
で
触
れ
合
え
た
こ

と
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

ａ

フ

　

　

　

・

／ゴ、

発

行

日
　
２
０
０
６
年
７
月
２。
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長
　
郷
田
博
史

取
材
協
カ
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
宮
澤
正
幸

印
　
　
刷
　
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

豪華指導陣に子供達の熱い眼差し

井上選手の内股


